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●預金残高対前年比415億円増加 貸出金残高対前年比551億円増加

●預金残高は１兆5,000億円を突破し、過去最高を更新

2020年3月期 業績ハイライト（単体）
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●預金残高は、キャンペーン定期預金がご好評いただき、対前年同期比415億円増加

預金・貸出金残高推移
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貸出金残高推移

●貸出金残高は住宅ローンを中心に、対前年同期比551億円増加
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●コロナウイルスの影響を考慮した貸倒引当金の予防的積み増し等により、経常収益は
対前期比17億円減

経常収益・経常利益・当期純利益

2018/3期 2019/3期 2020/3期 前年比

経常収益 27,628 28,133 26,342 ▲1,791

貸出金利息 18,229 19,041 19,134 92

経常利益 6,318 5,403 4,752 ▲651

当期純利益 4,109 3,178 2,932 ▲245

(単位:百万円)

●本部機能の集約に伴う減損等により、当期純利益は対前期比2億円減少したが、前期と
同水準である30億円程度を維持
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●地域の皆さまからお預かりした大切な預金を、資金を必要とされている地域の事業者さま

や個人のお客さまに、借入金としてお使い頂く『資金の地域内循環』を推進

資金の地域内循環
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有価証券運用の状況
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●有価証券運用は債券を中心に安全性を重視する一方、修正デュレーションは金利リスクに

備え短期化に努めており、4年を下回る地銀最低水準を維持

2018/3期 2019/3期 2020/3期

3.903年 3.518年 3.895年

修正デュレーション推移（国内債券）

●上記の運用方針により、その他有価証券評価損益は当期純利益1年分を維持
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不良債権の状況

部分直接償却前開示債権比率

金融再生法基準での開示債権比率

2019/3期 1.18％

開示債権額

2020/3期 1.19％

2019/3期 1.47％ 2020/3期 1.51％

2019/3期 142億円 2020/3期 151億円

2018/3期 1.59％

2018/3期 143億円

2018/3期 1.29％
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●厳格な資産査定に基づく早期の対応により、開示債権比率及び開示債権額は同水準を維持

●開示債権比率は前期に続き、1.19％と低水準



自己資本比率の状況
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●分子となる自己資本を順調に積み上げたことに伴い、自己資本比率は0.05ポイント上昇し、

国内基準(規制値4％)を上回る、7.87％
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西京銀行グループSDGs宣言に基づく
地方創生に向けた取組み
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企業と高度外国人人材のマッチング

●『JOB Hunting @ 広島』

ダイバーシティの推進
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●『 DISCOVER YAMAGUCHI 』

－企業と留学生の採用・就職ニーズのマッチング

－社労士や行政書士と連携して、就業にいたる各

種手続きまでフォロー

－過去11回開催し、留学生8名が県内就職を実現

－2019年12月初開催

－広島大学と連携した、同大学留学生を対象と

する就職交流会

－参加留学生１名が、2020年４月に県内就職

を実現



スポーツによる地域振興
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●強豪選手が続々と入部

ACT SAIKYO

 現在、2名が日本代表B代表入り

 さらに、今期、地元高校出身の強豪選手がACT SAIKYOへ移籍

 目標は、国内外大会の上位進出による日本代表A代表入り

 「山口県をバドミントン王国に！」をスローガンに、バドミントンを通じて地域貢献活動にも注力

選手名
はやし もと

林 樂
さいとう なつ

齋藤 夏
すいづ ゆい

水津 優衣

入行年度 2018年 2019年 2020年

出身 埼玉栄高校 埼玉栄高校
柳井商工高校

YONEXから移籍

高校戦績
16’全国高校選抜準優勝
17’インターハイシングルス第3位

16’全国高校選抜女子ダブルス準優勝
18’インターハイ女子ダブルス優勝

16’全国高校選抜女子ダブルス第3位
17’インターハイシングルスベスト8

日本代表 女子シングルスB代表 混合ダブルス B+代表 －

日本
ランキング

女子シングルス16位
（2020年5月8日付）

混合ダブルス8位
（2020年5月8日付）

女子シングルス58位
女子ダブルス22位

（2020年5月8日付）

2019年度
戦績

日本ランキングサーキット大会
第3位
全日本総合バドミントン選手権大会
ベスト16
など

ベトナムインターナショナルチャレンジ
優勝
全日本総合バドミントン選手権大会
第3位
など

全日本社会人バドミントン選手権大会
複ベスト16



地域社会・経済の活性化
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地域貢献団体の助成と協業

●第30回西京教育文化振興財団助成金交付式 ●銀行保証付私募債（寄付型）

－山口県の教育、文化、スポーツの振興に顕著な

功績のあった団体等に、助成金を毎年交付

－助成先数：35先（累計395先）

－助成金額：530万円（累計１億830万円）

－発行企業とともに、地域社会の発展・課題解決

に向けた活動を支援するため、地方公共団体や

学校等に連名で寄贈

寄贈先 寄贈目的

第1号 下関市 観光振興

第2号 国立大学法人広島大学 大学のグラウンド整備



持続可能な社会づくり
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高齢化に対応した
金融サービス

●通帳アプリ（2020年10月導入予定）●民事信託

環境保全

－生前に、お子さまやお孫さま等、信頼できる

ご家族に自身の財産管理を託せるため、近年、

認知症対策としても注目

－お客さまのニーズに合わせ、オーダーメイド

で信託プランを設定

お
客
さ
ま

ご
家
族

②専門家コンサルティングによる
信託契約書の締結（公証役場）

③財産移転

④賃料収益等
受領

ア
ド
バ
イ
ス

専
門
家
紹
介

①

－いつでもどこでも、スマートフォンで口座

の残高や入出金の明細を確認できる

－通帳不要＝ペーパーレス化による環境保全

を促進

※アプリの画面イメージ

操作も簡単で便利です！



時代の変化に適合した店舗改革

お客さまのお役に立つ取組み

●過去10年間のダイジェスト

 広くて停めやすい駐車場、相談ブースの設置、ロビー
面積の拡張など、「快適なコミュニケーション空間の
創造」をコンセプトに、店舗の新築移転を積極展開

 2010年9月以降、改装を含み20店舗をリニューアル
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2010年9月
山口支店

2011年10月
広島支店

2012年10月
岩国支店

2012年11月
下関支店

2017年9月
防府支店

2020年秋 小野田支店
リニューアルオープン予定

写真 写真

写真写真 写真

イメージ写真

完成イメージ


